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３
月
に
開
か
れ
た
中
国

第
13
期
全
人
代
第
２
回
会

議
で
、
昨
年
の
中
国
経
済

の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ

Ｐ
）
は
６
・
６
％
伸
び
、

規
模
は
90
兆
元
（
約
１
５

０
０
兆
円
）
を
突
破
し
た

と
報
告
。
２
０
１
９
年
の

経
済
成
長
目
標
は
６
～
６

・
５
％
と
設
定
し
た
。

　

軍
事
費
は
前
年
比
７
・

５
％
の
増
加
で
、
20
兆
円

近
く
。
「
世
界
一
流
の
軍

隊
」
を
掲
げ
て
軍
の
近
代

化
を
進
め
る
中
国
は
、
国

産
空
母
の
建
造
や
最
新
鋭

戦
闘
機
の
導
入
の
ほ
か
、

既
存
の
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ

ス
テ
ム
で
は
捉
え
ら
れ
な

い「
極
超
音
速
兵
器
」
や
、

Ａ
Ｉ
・
人
工
知
能
の
軍
事

利
用
な
ど
の
開
発
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
と
い
う
。

軍
事
要
塞
化
す
る
島

　

米
国
の
覇
権
主
義
に
対

抗
す
る
に
は
や
む
を
得
な

い
、
と
見
る
見
方
も
当
然

あ
る
の
だ
が
、
こ
れ
に
対

し
て
、
日
本
は
ま
る
で
中

国
が
「
仮
想
敵
国
」
の
よ

う
に
、
南
西
諸
島
の
基
地

拡
充
と
自
衛
隊
配
備
を
進

め
て
い
る
。

　

２
０
１
３
年
12
月
の
防

衛
計
画
の
大
綱
と
中
期
防

衛
力
整
備
計
画
に
よ
る
戦

略
だ
が
、
今
年
３
月
２
日

に
は
、
宮
古
島
の
平
良
港

に
は
約
１
０
０
台
の
陸
上

自
衛
隊
車
両
と
約
50
人
の

隊
員
を
乗
せ
た
船
が
入

り
、
宮
古
島
に
は
、
島
の

中
央
部
に
近
い
上う

え

野の

野の

原ば
る

に
隊
庁
舎
、
東
側
の
保
良

鉱
山
跡
地
に
弾
薬
庫
や
射

撃
訓
練
場
が
置
か
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
隊
庁

舎
は
ほ
ぼ
完
成
し
た
。

　

奄
美
大
島
や
石
垣
島
、

そ
し
て
宮
古
島
で
、
警
備

部
隊
、
地
対
艦
（
空
）
誘

導
弾
部
隊
を
合
わ
せ
て
合

計
２
０
０
０
人
規
模
が
配

備
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
す
で
に
与
那
国
島

に
は
16
年
３
月
か
ら
１
６

０
人
規
模
の
沿
岸
監
視
隊

が
置
か
れ
て
い
る
。

い
ま
発
想
の
転
換
を

　

こ
れ
に
対
し
、
17
年
12

月
に
は
保
良
地
区
で
部
落

会
が
建
設
反
対
の
決
議
を

し
、
住
民
の
連
絡
会
が
活

動
し
て
い
る
。

　

基
地
か
ら
集
落
ま

で
は
約
２
０
０
㍍

で
、
弾
薬
爆
発
事
故

が
心
配
さ
れ
る
ほ

か
、
水
源
の
地
下
ダ

ム
へ
の
不
安
も
あ

る
。
防
衛
省
に
弾
薬

の
保
管
量
や
集
落
と

の
保
安
距
離
を
尋
ね
て
も

「
機
密
」
を
理
由
に
明
ら

か
に
さ
れ
な
い
。

　

平
和
で
美
し
い
島
が

「
軍
事
要
塞
化
」
し
て
い

く
こ
と
へ
の
島
民
の
懸
念

は
消
え
な
い
。

　

冷
戦
時
代
は
ソ
連
を
意

識
し
て
「
北
の
守
り
」
を

強
化
し
、
冷
戦
が
終
わ
る

と
今
度
は
中
国
。
日
本
は

「
戦
争
は
し
な
い
国
、
で

き
な
い
国
」
―
そ
れ
を
考

え
れ
ば
、
「
敵
」
を
常
に

考
え
る
固
定
観
念
か
ら
脱

却
し
て
も
い
い
こ
ろ
で
は

な
い
か
。

 

（
丸
山
重
威
）

第２４７８号２０１９年４月１５日

中
国
の
軍
備
強
化
と

 
 

自
衛
隊
の
戦
闘
配
備

　

ホ
テ
ル
を
出
て
行
く
と
、
双
乳
峰
の

見
え
る
エ
リ
ア
へ
入
る
真
新
し
い
ゲ
ー

ト
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
ゲ
ー
ト
は
瓦

葺
き
の
上
に
２
個
の
小
さ
な
２
階
建
て

が
あ
り
、
そ
の
上
に
金
色
に
輝
く
乳
房

を
か
ぶ
せ
た
形
。
ゲ
ー
ト
の
入
口
中
央

上
方
に
は
《
貴
州
双
乳
峰
崎
》
と
大
書

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ゲ
ー
ト
を
入
る
と
、
私
た
ち
は
二
つ

の
カ
ー
ト
に
分
乗
し
て
、
こ
の
双
乳
峰

を
は
じ
め
と
す
る
広
大
な
観
光
地
域
を

見
て
回
る
の
だ
と
い
い
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
の
女
性
は
、
「
少
女
時
代
の

乳
峰
、
壮
年
時
代
の
乳
峰
、
そ
し
て
老

年
に
な
っ
た
乳
峰
を
見
ま
す
」。
三
つ

の
違
う
場
所
を
見
て
回
る
の
か
と
思
っ

た
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
一
番
整
っ
た

一
対
の
双
乳
峰
を
、
見
方
を
変
え
て
見

る
こ
と
が
後
で
分
か
り
ま
し
た
。

　

①
高
所
か
ら
見
る
と
、
少
女
時
代
の

双
乳
峰
②
同
一
レ
ベ
ル
か
ら
見
る
と
、

熟
女
時
代
の
双
乳
峰
③
山
麓
か
ら
仰
ぎ

見
る
と
、
老
年
時
代
の
双
乳
峰
―
に
見

え
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

双
乳
峰
が
こ
の
地
区
の
目
玉
と
な
る

の
は
、
確
か
に
女
性
の
乳
房
と
よ
く
似

た
形
状
が
、
し
か
も
二
つ
が
き
れ
い
に

並
び
、
乳
首

に
当
る
と
こ

ろ
ま
で
、
奇

麗
な
状
態
に

侵
食
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ

が
す
ば
ら
し

い
。
典
型
的

な
双
乳
峰
は

一
対
だ
け
で

す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
乳
房
に
似
た
峰

々
が
点
在
し
ま
す
。

石
灰
岩
の
浸
食
に
よ
る
景
観

　

で
は
、
こ
の
よ
う
な
見
事
な
双
乳
峰

は
い
か
に
し
て
で
き
た
の
で
し
ょ
う

か
。
こ
れ
は
私
た
ち
地
質
屋
に
と
っ
て

は
容
易
に
想
像
で
き
る
こ
と
で
、
平
ら

な
地
層
を
な
す
石
灰
岩
地
帯
の
侵
食
ス

テ
ー
ジ
の
一
つ
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
が
自
然
の
い
た
ず
ら
か
妙
味
と

言
う
べ
き
か
、
ち
ょ
う
ど
女
性
の
乳
頭

ま
で
見
え
る
双
方
の
乳
房
の
形
に
残
っ

て
い
る
の
を
私
た
ち
は
楽
し
ん
で
い
る

わ
け
で
す
。

無
数
の
峰
が
続
く
「
万
峰
林
」

　

な
ま
め
か
し
い
「
双
乳
峰
」
を
眺
め

終
わ
る
と
私
た
ち
は
、
「
万
峰
林
」
の

観
光
へ
。
カ
ー
ト
で
南
の
方
へ
少
し
ず

つ
上
が
っ
て
い
く
と
、
奥
に
向
か
っ
て

左
側
は
「
大
順
峰
」
地
区
で
、
山
々
は

か
な
り
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
て
壮
年
期
地
形
を

し
て
い
て
、
山
形
が
や
や
大
型
に
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
走
向
方
向
に
続
く

右
手
（
東
側
）
の
細
長
い
平
野
の
向
こ

う
側
に
は
、
比
高
２
０
０
㍍
前
後
の
侵

食
さ
れ
て
細
か
い
個
々
の
峰
が
無
数
に

並
ぶ
「
万
峰
林
」の
地
域
が
続
き
ま
す
。

確
か
に
そ
の
名
の
通
り
に
〝
峰
の
林
〟

と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
。

　

細
長
い
南
北
方
向
に
伸
び
る
平
野
を

境
に
「
大
順
峰
」
地
区
と
は
山
容
が
違

い
ま
す
。
双
方
と
も
三
畳
紀
の
石
灰
岩

地
域
が
、
時
代
が
少
し
違
う
の
か
、侵
食

の
さ
れ
方
が
か
な
り
違
い
ま
す
。

　

（
今
村
遼
平
）

貴
州
の
旅
⑽

自
然
の
い
た
ず
ら「
双
乳
峰
」

中
国
の
自
然
を
訪
ね
て
⑪

嬰
児
，

在
他
顫
動
的
啼
声
中

　

有
無
限
神
秘
的
言
語
，

従
最
初
的
霊
魂
裏
帯
来

　

要
告
訴
世
界

　
嬰
児
は
、

そ
の
ふ
る
え
る
泣
き
声
の

中
に

　

無
限
の
神
秘
的
な
こ
と

　

ば
を
も
っ
て
い
る
、

最
初
の
た
ま
し
い
の
中
か

ら
も
た
ら
さ
れ

　

世
界
に
告
げ
よ
う
と
し

　

て
い
る
の
だ

　
　

『
春
水
』
六
四

　　

こ
の
詩
は
、
今
か
ら
ほ

ぼ
一
世
紀
前
の
１
９
２
２

年
、
燕
京
大
学
の
女
学
生

だ
っ
た
謝し

ゃ

冰
ひ
ょ
う

心し
ん

（
１
９

０
０
～
１
９
９
９
）
が
書

い
た
も
の
で
す
。
清
新
で

み
ず
み
ず
し
い
感
性
に
驚

か
さ
れ
ま
す
。
北
京
の
新

聞
「
晨
報
」
に
掲
載
さ
れ
た

後
、
翌
１
９
２
３
年
に
詩

集
『
春
水
』
が
出
版
さ
れ

る
と
、
わ
ず
か
１
日
で
売

り
切
れ
る
ほ
ど
の
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

　

『
春
水
』
を
世
に
出
し

た
の
は
、
新
潮
社
文
芸
叢

書
の
主
編
を
務
め
て
い
た

北
京
大
学
教
授
の
周
作
人

（
１
８
８
５
～
１
９
６

７
）
で
す
。
魯
迅
の
弟
と

い
っ
た
ほ
う
が
分
か
り
や

す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

周
作
人
は
、
謝
冰
心
の

才
能
を
高
く
評
価
し
て
、

自
ら
編
集
す
る
文
芸
叢
書

の
第
一
冊
と
し
て
『
春
水
』

を
刊
行
し
た
の
で
す
。
ち

な
み
に
第
二
冊
は
魯
迅
の

『
吶と

っ

喊か
ん

』
で
し
た
。

　

そ
の
『
春
水
』
の
謝
冰

心
に
よ
る
自
筆
原
稿
が
、

一
昨
年
、
九
州
大
学
附
属

図
書
館
濱
文
庫
で
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
原
稿
は

謝
冰
心
が
詩
集
出
版
の
た

め
１
９
２
２
年
11
月
に
清

書
し
た
も
の
で
、
出
版
後

は
主
編
で
あ
る
周
作
人
の

手
元
に
保
管
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
１
９
３
９

年
10
月
に
周
作
人
が
古
紙

整
理
を
し
た
際
、『
春
水
』

の
原
稿
が
出
て
き
た
の

で
、
か
つ
て
自
宅
に
下
宿

し
て
い
た
日
本
人
留
学
生

に
贈
る
こ
と
に
し
た
の
で

す
。
こ
の
こ
と
は
周
作
人

日
記
に
「
装
丁
し
て
濱
君

に
贈
る
こ
と
に
す
る
」
と

記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

日
記
に
書
か
れ
て
い
た

濱
君
と
は
、
１
９
３
４
年

か
ら
２
年
間
、
北
京
に
留

学
し
て
中
国
演
劇
の
研
究

を
行
な
っ
た
濱は

ま

一か
ず

衛え

（
１

９
０
９
～
１
９
８
４
）
元

・
九
州
大
学
教
授
の
こ
と

で
す
。
留
学
中
、
周
家
に

寄
宿
し
た
濱
一
衛
を
、
周

作
人
は
厚
く
も
て
な
し
、

し
か
も
す
で
に
帰
国
し
た

濱
に
『
春
水
』
手
稿
を
贈

っ
た
の
で
す
。

　

濱
は
す
ぐ
に
「
今こ

の

度た
び

は

冰
心
女
士
の
春
水
の
原
稿

本
を
下
さ
っ
て
有
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。
…
…
私
の
書

斎
に
貴
重
本
が
一
冊
出
来

た
訳
で
迚と

て

も
嬉
し
う
御
座

い
ま
す
」
と
お
礼
を
し
た

た
め
ま
し
た
。
周
家
に
保

管
さ
れ
て
い
た
こ
の
手
紙

を
ご
遺
族
が
見
つ
け
て
く

だ
さ
り
、そ
れ
に
よ
り『
春

水
』
手
稿
が
海
を
渡
っ
た

経
緯
の
す
べ
て
が
明
ら
か

に
な
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
た
び
『『
春
水
』

手
稿
と
日
中
の
文
学
交
流

─
─
周
作
人
、
謝
冰
心
、

濱
一
衛
』（
花
書
院
、
２

０
１
９
年
３
月
）
が
刊
行

さ
れ
ま
し
た
。
『
春
水
』

の
詩
の
魅
力
、
周
作
人
と

謝
冰
心
の
師
弟
関
係
、
８

回
も
来
日
し
た
謝
冰
心
と

日
本
の
関
わ
り
な
ど
、
最

新
の
研
究
成
果
が
13
編
収

録
さ
れ
た
論
文
集
で
す
。

　

１
冊
の
詩
集
の
原
稿
か

ら
、
日
本
と
中
国
の
深
い

つ
な
が
り
と
人
的
交
流
─

─
隠
さ
れ
た
歴
史
が
明
ら

か
に
な
っ
た
こ
と
に
、
本

書
の
編
者
と
し
て
深
い
感

銘
を
覚
え
て
い
ま
す
。

（
九
州
大
学
言
語
文
化
研

究
院
・
教
授
）

中里見 敬

謝冰心『春水』の自筆原稿

九州大学で１世紀ぶりに発見

謝
冰
心

防衛省文書

▶
『
春
水
』
手
稿
：
扉

謝
冰
心
の
自
筆
に
加
え
て
、「
豈
明
経
手
」

と
い
う
周
作
人
の
印
が
押
さ
れ
て
い
ま

す
。

▶
『
春
水
』
手
稿
：
第
１
頁

謝
冰
心
自
筆
の
第
一
首
で
す
。

　
　

九
州
大
学
附
属
図
書
館
濱
文
庫
所
蔵

双
乳
峰
全
景


